
 

 

 

   

 

 

 
 

今年もいろいろありました 
 

小金井市立東中学校長 新井 しのぶ 

 

もうすぐ２０２４年が終わります。寒さ厳しくなり、全国的にインフルエンザ、マイコプラズマ等感染

症が猛威を振るっているようですが、幸いなことに東中では流行には至っていません。生徒自らの

健康管理はもとより、保護者や地域の皆様のおかげと感謝しています。 

１２月は、三者面談をはじめ学校公開等東中にご来校いただく機会が多くありました。保護者の

方にも地域の方にも行事以外の東中生の日ごろの生活や授業を見ていただく良い機会となりまし

た。また、先日は東京都の『子供を笑顔にするプロジェクト』で、落語家の桂三四郎師匠にきていた

だき、楽しいひと時を過ごしました。 

この時期になると、今年の漢字、十大ニュース等が出てきます。一年を振り返り、今年の出来事

を振り返ることにより、一年間を締めくくるという意味があるのでしょう。 

今年は、１月１日の能登半島地震から始まりました。８月には南海トラフ地震情報が初めて出さ

れ、猛暑で夏の平均気温が過去最高になりました。また、地震で被災した能登半島は、９月に記録

的豪雨に見舞われました。 

一方、佐渡島の金山が世界文化遺産に登録されたり、被団協にノーベル平和賞が授与されたり、

パリオリンピックでは日本が海外最多のメダル４５個を獲得、大谷翔平選手がアメリカ大リーグ初５

０－５０達成といううれしいニュースもありました。 

また、政治経済面では、円安が一段と加速し４月におよそ３４年ぶりの円安水準更新、７月に新

紙幣が２０年ぶりに発行されました。１０月に石破内閣が発足したこともだいぶ昔のように感じられ

ます。 

そして、東中にとっては、創立６０周年記念式典という節目の年でもありました。 

ざっと私が振り返っただけで、これだけのことが一年間にありました。あっという間のようで、確実

に日々を重ねていっているということです。 

振り返りを行うことは、とても重要です。自分がどれだけ成長できるかの一つの要素に「過去をど

のように捉え、未来にどのように生かすか」があると思います。あの時こうしておけばなぁ、と後悔す

ることがあります。そんなネガティブな振り返りをすることはよくありますが、問題はそれを次に活か

すためにどうすればよいか「深く掘り下げて、向き合うこと」これが大切です。 

小さいことからでも構いません。最初は反省の連続かもし

れませんが、その一つ一つが未来への一歩となります。やわ

らかい頭で「新しい自分」を発見し、真の成長へと進むために、

過去の自分を振り返ってみましょう。 

しみじみとその年を振り返る年末は、自分の成長のための

いい節目と言えるかもしれません。 

辰年は運気が上昇して夢が叶いやすい年、と年始の学校

だよりに書いた記憶があります。皆さんにとって、今年は運気

上昇のよい年となったでしょうか。来年も、健康で穏やかな一

年が送れますように。 

みなさま、今年１年大変お世話になりました。よいお年をお迎えください。 
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